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神経認知障害をもつ高齢者の世界を体験する VR 教材を 
用いた看護教育プログラムの開発
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Development of a Nursing Education Program Using VR Educational Material  
to Experience the World of the Older Adult with Neurocognitive Disorders

Chiharu KAWAKAMI１ ）　　Aki KAWADA １ ）　　Satomi TOMIOKA ２ ） 
Hiromi OKU １ ）　　Yuriko MIURA １ ）　　Tomoko KAMEI １ ）

〔Abstract〕
　The Department of Gerontological Nursing at St. Luke’s International University has explored various 
education methods to improve gerontological nursing education for older adults with neurocognitive dis-
orders. It is particularly difficult to understand for some students the challenges that people living with 
neurocognitive disorders face us it could not be imaged well by only lectures, which makes it a chal-
lenge to find the best educational method. In this context, the introduction of an experiential education 
method using virtual reality （VR） can enable students to gain an image and understand through a sub-
jective experience. Students should not only integrate knowledge and experience, but also reflect on 
what kind of nursing care are needed as the next step, as well as to be able to apply them using tech-
nology. To this end, it is necessary to develop a program that integrates lectures, introduction of VR 
materials, and exercises to support students. This article reports on the development of an educational 
program on nursing care for older adults with neurocognitive disorders that uses VR teaching materi-
als.
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〔要 旨〕
　本学老年看護学では，神経認知障害（認知症）高齢者に関する看護について，様々な教授方法を取り入
れた教育方法や演習を考案している。特に，認知症とともに生きる高齢者の特性を理解できるよう講義し
ているが，これまで受講した学生からの意見を聞くと，一部に未だ理解が難しいという声があり，より効
果的な学習支援ができる教材作成の必要性を課題としていた。そこで本事業では，人工的に作った仮想の
空間を現実のように感じられる Virtual Reality （VR）を用いた体験型の教材を導入し，「認知症をもつ高
齢者」の世界を学生が主観的に体験できる VR 教材の作成，また講義 ・ VR 教材視聴 ・ 演習を一体化した
教育プログラムを検討した。結果，VR 教材を活用することで，学生は認知症をもつ高齢者の立場に立つ ・
共感するという対象者理解を効果的に体得でき，看護介入までつなげることのできる学習ツールとなり得
ると考えられた。本学の独自の VR コンテンツの開発と，講義 ・ 演習を含めた科目全体のプログラム構成
の検討，使用する演習ワークシートの検証が今後の課題である。
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Ⅰ．はじめに

　少子高齢化の著しいわが国において現在は，看護学教
育の転換期ともいわれ，超高齢社会に適した理論と実践
を統合した老年看護教育の推進が不可欠である。一般病
棟に入院している「認知症あり」の割合は17.7％と，急
性期病院の看護師が神経認知障害（認知症）高齢者を受
け持つことは決して珍しくない時代であり １ ），認知症を
もつ高齢者へのケアや入院高齢者のせん妄予防に関する
教育内容の充実は喫緊の課題である。そこで，現代の日
本社会において求められている看護の役割も鑑み，老年
看護学研究室では，高齢者の PCC を中心概念とし，老年
看護学で教授する学生に期待される17のコンピテンシー
を2018年に作成し，これに基づいて講義 ・ 演習 ・ 実習を
行っている ２ ）。そして，特に認知症をもつ高齢者に対す
る看護については，様々な教授方法を検討し教育改革を
推進している。
　しかしながら，認知症をもつ高齢者が日常生活の中で
どのような体験をしているのか講義の中で説明しても，
一部の学生には学習者自身の主観的な体験として結びつ
きづらく，どのように教授すべきかが課題となっている。
当事者の様相を理解する教材として，現場の認知症高齢
者ケアを実録した DVD を活用してきたが，認知症をも
ちながら生活している高齢者を第三者の視点から映像と
してとらえているものが多く，行動 ・ 心理症状（Behav-
ioral and Psychological Symptoms of Dementia: BPSD）
を呈している高齢者の映像を見て，「認知症の人は怖い」

「どのように接すればよいのか戸惑ってしまう」と感じる
学生も少なからずいる ３ ）のが現状であった。また，近年
の少子高齢社会，核家族化の中で，高齢者との接点がほ
とんどない学生も半数を超え，「認知症をもつ高齢者の立
場に立って考える」ということが非常に難しくなってい
る ５ ）。
　そこで，ゲーム機器業界だけではなく教育ツールとし
ても注目されている，Virtual Reality（VR）を用いた体
験型の教材を使用することで，学生が認知症をもつ高齢
者に対する主観的な体験をすることができるのではない
かと考えた。VR は，機器を装着することにより １ 人だ
けの架空の世界に没頭でき，登場する人物の体験を自ら
の視覚 ・ 聴覚全体で体験できるものである ３ ）。認知症を
もつ高齢者を登場人物とする VR を教材として活用する
ことで，認知症をもつ高齢者が日常生活でどのような体
験をしているのかを体験でき，「認知症をもつ人の立場に
立つこと」「寄り添うこと」「共感的に理解すること」等
を効果的に学習することができると考える。さらに，学

生は VR によって既習の知識と体験を統合し，どのよう
な看護支援を行うか考え，適切な実践を行う必要がある。
　そこで，本事業では，講義 ・ VR 教材 ・ 看護支援を実
践する演習を一体化したプログラムを開発することによ
り，学生の教育の質の向上につながると考えた。老年看
護学Ⅱにおいて教授している「認知症をもつ高齢者への
看護」の授業時間を，講義 ・ VR 動画教材の視聴 ・ 看護
支援を学ぶ技術演習（ユマニチュード ® ４ ）演習）として
一体化させた教育プログラムとすることとした。

Ⅱ．事業の目標と実施経過

１ ．本事業の目標
　本事業の目標は以下の ２ 点とした。
①　 認知症をもつ高齢者世界を主観的に体験できる VR

教材を作成する
②　 講義 ・ VR 教材の視聴 ・ 看護支援を学ぶ演習を一体

化させた教育プログラムを作成する

２ ．認知症をもつ高齢者の世界を体験する VR教材の作
成
１）コンテンツの検討
　認知症をもつ高齢者が体験している世界を，学生が視
覚 ・ 聴覚全体で感じることのできる VR 教材を共同研究
者間で検討し，以下の ３ 点のコンテンツ案を考えた。特
に①と②の高齢者の状態や経験している世界については，
学生が実習などで頻繁に経験する場面を考慮したうえで，
実際の事例をもとに作成した。いずれも学生が高齢者の
立場になって体験する。③については，希少な場である
高齢者の生活の場を体験し，専門職としてアセスメント
するべき視点を養うことを主な目的とし，学生は訪問看
護師の立場になって体験する。

①　 設定：一人で車椅子に座っており，視野狭窄と人の
見当識障害がある状態

⃝　 シナリオ：突然誰かに話しかけられ，視界の中に人
が入ってきてびっくりする，その人に声をかけられ，

（その人は家族で，「散歩に行こう」と声をかけてい
るが）どこかに連れていかれてしまうような気がし
て不安になる

②　 設定：今いる場所がどこなのか，なぜ自分がここに
いるのかがわからない，記憶障害と場所の見当識障
害がある状態

⃝　 シナリオ：（いつもと同じ施設にいるが）いつの間に
か知らないところにいる（と感じている）。自宅に帰
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ろうと立ち上がり，施設を出ようと玄関を探して歩
いている

③　 設定：独りで暮らしている認知症をもつ高齢者の自
宅に訪問看護師が訪れる状況

⃝　 シナリオ：希少な場となる認知症をもつ独居高齢者
の生活の場を再現し，訪問看護師のアセスメントの
視点を学ぶことができる内容とする。

２ ）先駆的に取り組む事業者との共同
　現在，看護 ・ 福祉業界において，脚光を浴びている VR
を活用した認知症教育プロジェクトに，シルバーウッド
株式会社が推進する「VR 認知症プロジェクト」がある。
同社はサービス付き高齢者住宅の設立，運営を行う事業
者であるが，本事業が作成したいと考えているものと類
似した教育コンテンツとシナリオ作成，撮影 ・ 編集のプ
ロセスを自社内で行っている。そこで，本事業独自のコ
ンテンツを作成するにあたり，情報収集および教材作成
に向けたアドバイスを得るために，同社の VR 事業担当
者との打ち合わせの機会を ３ 回もった（表 １）。
　打ち合わせでは主に VR コンテンツとしてどのような
内容が相応しいのかに関することがテーマとなった。な
お，同社では，本学以外の看護系大学と共同した認知症
をもつ高齢者をテーマにしたコンテンツの作成が多数進
んでいる状態であった。また，認知症に関するコンテン
ツだけではなく，終末期ケアにまつわること，意思決定

支援，アドバンスケアプランニングについて等，新たに
手掛けているコンテンツに関しても視聴し情報を得た。
　また，VR 動画の撮影と編集の方法についてもアドバ
イスを受けた。そして，特別な機器や技術を持たない研
究者らが VR 動画教材を独自で開発するのは大変困難で
あるとの指摘を受けた。VR 撮影に必要な機材として360
度カメラではなく，180度カメラの方が簡便であるとのア
ドバイスを得たが，それでもカメラの視野の動かし方，
編集作業は，専門家でないと難しいとの話もあった。そ
こで，本事業で VR 教材のコンテンツを独立して開発す
るのではなく，本学教員がコンテンツ内容を開発し，撮
影，編集等の技術をシルバーウッド社が支援するという
共同開発の実施の運びとなった。

３ ．VR 教材と演習を連動した認知症をもつ高齢者への
看護教育プログラムの開発

　老年看護学Ⅱにおいて「認知症をもつ高齢者の看護」
について，認知症に関する知識の講義 ・ VR 教材の視聴 ・
演習の ３ つを，どのように構成するのか，共同研究者と
ともにブレーンストーミングをした。なお，本学老年看
護学Ⅱでは，前年度にシルバーウッド社が作成した VR
認知症プロジェクト『私をどうするのですか？』『ここは
どこですか？』『レビー小体型認知症　幻視編』の ３ つを
使った授業を実施していたことから，ブレーンストーミ
ングの際は，この授業を受けた学生の感想データを参考
にした（図 ２，表 ２）。

１ ）２0１8年度受講学生による授業実施前後の感想データ
比較からの検討

　前年度，VR を受講した学生に対し，受講前後に認知
症をもつ人への接し方に関する15項目からなる無記名の
質問紙を配布し，回答を得た。回答者数は88名，【Q1. 認
知症のある人が怖い】，【Q2. 認知症のある人にどう接し
ていいかわからない】（図 ２）の ２ 項目で VR 体験前と比
較し，「はい」または「どちらかというとはい」から「ど
ちらかというといいえ」「いいえ」に回答が変化した。ま
た，VR 体験後の感想の自由記載（表 ２）では，「VR 教
材を通して認知症の方がどのような気持ちであるのか主
観的な体験として理解できた」といった肯定的な意見が

図 １．VR認知症プロジェクトの様子

表 １．コンテンツ作成のための打ち合わせ内容
回 打ち合わせ内容

１
・VR視聴
・すでに作成されているのコンテンツ閲覧

２
・コンテンツ案の提示
・VR動画としての有効なコンテンツとは何か
・VR動画の撮影と編集について

３ ・看護教育教材としてのプログラム案について
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複数記述されていた。
　これら学生へのアンケート結果から，VR 視聴前の学
生は主観的体験ではなく，客観的体験として認知症をも
つ高齢者の行動をとらえていたことが理解できる。しか
しながら，VR 視聴することで，当事者としての主観的
な体験ができ，なぜ認知症をもつ高齢者がこのような行
動をとるのかが理解できるように変化していた。
　これらのことから，VR 教材は認知症をもつ高齢者が
見えている世界，それにより影響を受ける心理面を理解
できる効果的な学習ツールであると言える。特に，認知
症に伴う BPSD が出現している状況を DVD で視聴する
のみでは，学生には認知症をもつ高齢者に対する恐怖感

や不安感を植え付け，そして接し方がわからないといっ
た困惑感だけが残るのではないかと考えられた。今後，
コンテンツ開発をするうえでは，主観的な体験ができる
構成とすることが必須であると考えられた。

２ ）知識と体験を具体的な看護支援へとつなげる演習レ
ポートフォーマットの作成

　2018年度に VR 教材を使った学生の感想から，認知症
をもつ高齢者に対する恐怖心を感じていたこと，そのう
えで，どのように接したらよいのかわからないという意
見が複数あったことから，VR 体験後にまずは体験した
ことを素直に省察し，さらにその体験を具体的な看護実
践へとつなげることを支援するレポートフォーマットを
作成した。
　項目は，【認知機能が低下した対象を体験して，気づい
たこと，感じたことはどのようなことですか？】【気づい
たこと，感じたことをふまえ，認知機能が低下した人に
対してどうするべきと考えますか？】【目の前に認知症の
方がいたら，あなたはどのような看護支援を実践します
か？】という ３ つの問いとした。学生が記載しやすいよ
うに工夫したワークシートを作成した（図 ３）。

表 ２　VR認知症プロジェクト体験後の感想
・�実際にVRを体験してみて，認知症の人は想像以上に神経を使
う生活をしていることが分かった
・�認知症の方にはどんな風に見え，何を感じているのかという今
まで分からなかったことが少しわかったように思えた
・�VR を通して，認知症の方 ・ 幻視の方の気持ちがわかったし，
接するのが怖いという気持ちがなくなった
・�どういう風に見えているのか，映像で見るよりも VRでみる，
体験することでより身近に感じることができた
　�今まで出会った認知症の方を思い出し，あの時こんな気持ち
だったのかを想像できた
・�授業で認知症の人は幻視など見えることがあると言葉で説明さ
れても実際にどんな風に見えていて，どのような怖い気持ちを
もつか分からなかったので，VR体験で認知症の人の気持ちを
少しでも感じられてよかった
・�VR体験を通して，話しかけ方，声のかけ方，言葉の使い方を
改めるべきことをたくさん学びました
・�授業で認知症について学ぶ機会はありましたが主観的な体験は
なかなか出来ないので，VRでの学習は予想以上に新たな発見
が多かった

図 ２．VR認知症プロジェクト体験後アンケート結果

図 ３．演習ワークシート
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３ ）「認知症をもつ高齢者の看護」における講義 ・ VR教
材 ・演習の一体化プログラム

　上記の検討をふまえ，認知症の病態生理や症状および
基本的な看護援助に関する講義，VR 教材の視聴，最後
にコミュニケーション技術演習という流れで，一体化し
たプログラムを構成した（表 ３）。

Ⅲ．事業の総括と今後の課題

　本事業では，「認知症をもつ高齢者」の世界を主観的に
体験できる VR 教材を作成すること，講義 ・ VR 教材視
聴 ・ 演習を一体化し，効果的に教授できるよう教育プロ
グラムの開発を目標とし検討をした。その結果，独自の
VR コンテンツの完成はできなかったが，VR 教材の作成
の先駆け企業と連携し，コンテンツの共同制作が可能と
なり，新規 VR コンテンツ作成の土台を作ることとなっ
た。
　実施後の学生へのアンケート調査の結果からは，認知
症の VR 教材を利用したことで，学生は認知症をもつ人
の世界を体験でき，対象者への理解が深まったと捉えら
れた。さらにこれを活かし，認知症者への看護を考察し
ていた。このことから，VR 教材を活用することで認知
症をもつ高齢者の立場に立つ ・ 共感するという対象理解
を効果的に体得でき，看護介入までつなげることのでき
る学習ツールとなったのではないかと考えられる。
　今後の課題として，本学教員が独自にコンテンツを開

発し，業者と連携して映像化する等，臨床事象と VR 教
材開発の連携を行う必要があると考える。特に，撮影 ・
編集等の技術を業者が支援するというアカデミックな知
識とテクニカルな知識の融合，またそれぞれの強みを生
かした共同開発を目指し，さらには学生にとってどのよ
うに活用していくことが教育効果を高めていけるのか検
討を重ねていきたい。
　また，認知症をもつ高齢者への看護支援へとつなげる
演習ワークシート作成まで至ったが，このワークシート
が技術演習につながるものになっているか，全体のプロ
グラム構成も踏まえ，今後も検証していくことがのぞま
れる。
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表 ３．「認知症をもつ高齢者の看護」プログラム構成
授業形態 講義内容と演習方法

講　義
認知症の病態生理
認知症における行動 ・心理症状
看護援助に必要なコミュニケーション方法

VR教材 VR教材を用いた認知症体験（シルバーウッド社製）
技術演習 コミュニケーション演習（ユマニチュード）
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